地震の計算
「震源からの距離」は
　①「地震発生からP波が到達するまでの時間」に比例する。

　②「地震発生からS波が到達するまでの時間」に比例する。

　③「初期微動継続時間」に比例する。
この３つのうちのどれかを使って計算することが多いです。

迷ったら、初期微動継続時間を調べてみましょう。

例題１　
　ある地震の震源からの距離が100kmのA地点ではP波、S波はそれぞれ8時5分20秒、8時5分44秒に到達しました。また、B地点でのこの地震の初期微動継続時間は48秒でした。このとき、震源からB地点までの距離を求めなさい。

解き方　

A地点では、P波の到達、S波の到達、初期微動継続時間　の3つの情報がありますが、

B地点では初期微動継続時間の情報しかありません。

このときは両地点の初期微動継続時間を比較します。

	地点
	震源からの距離
	初期微動継続時間

	A
	100km
	24秒

	B
	□km
	48秒


　B地点の初期微動継続時間はA地点の2倍です。
　そうすると、震源からの距離も2倍なので、震源からB地点までの距離は200km　

　※100：24＝□：48のように、比を使う方法でも答えは出てしまいますが、

　　時間や距離が何倍なのかを考える方が応用の範囲が広く、優れています。

例題２　

　下の表はある地震の震源からの距離と、P波・S波の到達時刻をまとめたものです。

　空欄に当てはまる時刻を答えなさい。

	震源からの距離
	P波の到達時刻
	S波の到達時刻

	240km
	11時22分35秒
	

	80km
	11時22分15秒
	11時22分21秒


解き方①　
　この問題では２種類の解き方があります。
　まず、例題１のように、初期微動継続時間を利用する方法から。

　80km地点での初期微動継続時間は6秒です。
　240km地点ではその3倍なので、初期微動継続時間は18秒です。

　つまり、P波が到達してから18秒後にS波が到達することになるので、

　11時22分35秒＋18秒＝11時22分53秒　

解き方②　
　この問題ではP波の到達時刻が2種類わかっているので、
　P波の到達時刻を比べてわかることを調べて行きます。

　240km－80km＝160km
　11時22分35秒－11時22分15秒＝20秒

　ここで、P波は20秒で160kmを進むことがわかります。

　よって、P波の速さは160km÷20秒＝8km／秒

　地震が起きてから、P波が80km地点に到達するまでの時間は

　80km÷8km／秒＝10秒

　よって、地震の発生時刻は11時22分15秒－10秒＝11時22分5秒です。

　次にS波を調べます。

　11時22分21秒－11時22分5秒＝16秒

　80km地点にS波が到達するまで16秒かかっているので、

　S波の速さは80km÷16秒＝5km／秒です。
　地震発生から、S波が240km地点に届くまでの時間は240km÷5＝48秒
　よって240km地点にS波が届く時刻は11時22分5秒＋48秒＝11時22分53秒　
2倍
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